
☆
給
付
の
対
象
者

２
０
２
０
年
４
月
27
日
時

点
で
、
江
津
市
の
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
。

基
準
日
以
降
に
死
去
し
た
人

に
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

☆
給
付
金
の
額

１
人
あ
た
り
10
万
円
。

☆
給
付
金
を
受
け
取
る
人

給
付
対
象
の
世
帯
主

（代

理
申
請
・
受
給
も
で
き
ま
す
）
。

☆
申
請
手
続
き
開
始
時
期

す
で
に
発
送
し
た
申
請
書

が
届
き
次
第
申
請
で
き
ま
す
。

☆
手
続
き
方
法

〇
郵
送

郵
送
さ
れ
た
申
請
書
と
あ

わ
せ
て
以
下
の
書
類
を
同
封

の
返
信
用
封
筒
で
返
送
す
る

方
法

（切
手
は
不
要
）
。

▼
本
人
の
確
認
書
類

（運

転
免
許
証

・
健
康
保
険
証

な
ど
の
写
し
）

▼
振
込
先
口
座
の
確
認
書

類

（通
帳
の
写
し
な
ど
）

〇
オ
ン
ラ
イ
ン

専
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

『
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
』
か
ら

申
請
す
る
方
法
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
振
込
先
口
座

の
確
認
書
類

（通
帳
の
写
し

な
ど
）
が
必
要
で
、
パ
ソ
コ

ン
の
場
合
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

場
合
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
読
取
対
応
機
種
が
必
要
。

☆
申
請
の
期
限

受
け
付
け
開
始
か
ら
３
カ

月
以
内
。

☆
受
け
取
り
時
期

５
月
下
旬
か
ら
指
定
の
口

座

へ
の
振
り
込
み
を
開
始
。

申
請
書
に
記
入
漏
れ
や
誤
り

な
ど
が
あ
る
と
時
間
が
か
か

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

☆
振
込
口
座

世
帯
主
か
代
理
人
の
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
。
代
理
人

の
口
座
の
場
合
、
世
帯
主
と

代
理
人
両
方
の
本
人
確
認
書

類
が
必
要
で
す
。

☆
代
理
申
請
に
つ
い
て

代
理
申
請

・
受
給
が
で
き

る
の
は
、
▼
受
給
対
象
者
の

属
す
る
世
帯
の
世
帯
構
成
者

▼
法
定
代
理
人
▼
認
知
症
の

人
や
施
設
に
入
所
し
て
い
る

人
な
ど
の
代
理
▼
市
が
特
に

認
め
る
者
な
ど
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
状
況
で
確
認
事
項
や

必
要
書
類
が
あ
る
の
で
、
政

策
企
画
課

へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

☆
そ
の
他

◇
Ｄ
Ⅴ
で
本
人
が
受
け
取
り

に
く
い
人
で
市
が
把
握
し
て

い
る
場
合
に
は
対
処
し
ま
す
。

困
っ
て
い
る
人
は
相
談
を
。

◇
複
数
の
口
座
が
あ
る
場
合

は

一
つ
を
選
ん
で
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
窓
口
で
の
現
金
受
け
取
り

は
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
場

合
の
み
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

た
だ
、
振
込
に
く
ら
べ
て
時

間
が
か
か
り
ま
す
。

◇
住
民
票
の
住
所
と
実
際
に

住
ん
で
い
る
場
所
が
異
な
る

場
合
、
郵
便
局
で
転
送
手
続

き
を
す
れ
ば
、
申
請
書
が
住

ん
で
い
る
場
所
に
届
き
ま
す
。

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

政
策
企
画
課
で
は

「申
請

な
ど
に
疑
問

・
困
難
が
あ
れ

ば
、
ま
ず
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
」
と
し
て
い
ま
す
。

●
政
策
企
画
課

℡
５
２
‐
７
９
２
５

テ
ン
ポ
遅
い
受
付
業
務

８
日
、
国
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
打
撃
を

受
け
た
中
小
企
業
や
自
営
業

者
を
支
援
す
る
持
続
化
給
付

金
の
支
給
を
始
め
た
こ
と
を

発
表
し
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ

ン
で
は
５
月
１
日
か
ら
７
日

ま
で
に
約
50
万
件
の
申
請
を

受
け
付
け
、
８
日
に
は
申
請

初
日
分
の
４
割
の
約
２
万
３

０
０
０
件
、
総
額
２
８
０
億

円
が
支
給
さ
れ
ま
し
た
。

江
津
市
で
の
窓
口
受
け
付

け
は
５
月
末
に
始
ま
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
、
来
年
１
月

15
日
が
〆
切
と
な
り
ま
す
。

市
内
全
て
の

業
者
に
説
明
を

江
津
市
内
に
は
約
１
１
０

０
の
事
業
所
が
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
市
内
経
済

へ
の
ダ
メ
ー
ジ
を
少
し
で
も

軽
減
す
る
た
め
に
は
、
全
て

の
事
業
所

へ
の
丁
寧
な
説
明

と
迅
速
で
手
厚
い
給
付
が
必

要
で
す
。

実
際
、
市
内
業
者
か
ら
は

「前
年
同
月
比
で
売
上
50
％

減
と
の
給
付
要
件
で
、
２
～

３
割
減
の
業
者
は
対
象
外
。

市
独
自
の
対
策
で
援
助
し
て

ほ
し
い
」

「支
給
は
申
請
受

理
か
ら
２
週
間
程
度
か
か
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
以
外
で
の
受
け

付
け
開
始
が
５
月
末
と
遅
い

の
と
あ
わ
せ
て
、
も
っ
と
早

い
対
応
が
必
要
」

「オ
ン
ラ

イ
ン
の
申
請
手
続
き
は
難
し

い
。
今
後
の
窓
口
申
請
で
も

事
前
相
談
が
な
け
れ
ば
、
申

請
で
き
る
か
心
配
」
と
の
声

も
あ
り
ま
す
。

様
々
な
問
題
点

ま
た
、
前
年
と
の
比
較
が

で
き
な
い
新
規
起
業
者
は
給

付
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る

ほ
か
、
売
上
50
％
減
の
計
算

で
は

「事
業
所
得
」
の
み
が

対
象
で
、
税
務
署
の
指
導
に

よ
り

「雑
所
得
」

「給
与
所

得
」
で
確
定
申
告
し
て
い
る

場
合
は
対
象
外
と
さ
れ
ま
す
。

加
え
て
、
固
定
費

（家
賃
や

電
気

・
水
道

・
ガ
ス
・
リ
ー

ス
・
駐
車
場
の
料
金
）

へ
の

補
助
を
求
め
る
声
も
あ
り
、

そ
も
そ
も
の
給
付
金
の
支
給

総
額
が
増
え
る
見
込
み
と
な
っ

て
い
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、

さ
ら
な
る
補
正
予
算
で
の
上

乗
せ

・
拡
充
が
必
要
な
状
況

で
す
。◇

◆
◇
◆
◇
◆
◇

11
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
休
業

要
請
な
ど
で
事
業
継
続
が
困

難
と
な
っ
て
い
る
中
小
企
業

・

自
営
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、

受
信
料
を
２
カ
月
間
免
除
す

る
と
表
明
し
ま
し
た
。
休
業

で
窮
地
に
立
た
さ
れ
た
中
小

企
業

・
自
営
業
者
に
は
、
こ

う
い
っ
た
救
済
を
国

・
地
方

自
治
体
が
さ
ら
に
厚
く
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
受
信
料
免
除
の
申

請
は
来
年
３
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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悩み・困りごと

ご相談ください

特
別
定
額
給
付
金
受
付
始
ま
る

江
津
市
で
も
１
人

一
律
10
万
円
の
特
別
定
額
給
付
金
の
受

け
付
け
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
給
付
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事

項
を
市
役
所
の
政
策
企
画
課
に
聞
き
ま
し
た
。

市
役
所
が
給
付
金
の
た
め
に
手
数
料

な
ど
の
支
払
い
を
求
め
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
手
数
料
な
ど
の

支
払
い
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
詐
欺

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
警
察
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 江

津
市
で
も
事
業
者
支
援
の

『
持
続
化
給
付
金
』
の
窓
口

受
け
付
け
が
、
５
月
末
に
始
ま
る
予
定
で
す
。

事
業
者
支
援
の
持
続
化
給
付
金
も

受
け
付
け

・
支
給
始
ま
る



島
根
県
全
体
で

82
億
９
０
０
０
万
円

４
月
30
日
に
国
会
で
成
立
し

た
総
額
25
兆
６
９
１
４
億
円
の

補
正
予
算
に
は
、
日
本
共
産
党

や
自
民
党

・
公
明
党

・
立
憲
民

主
党

・
国
民
民
主
党

・
社
民
党

な
ど
が
賛
成
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
と
も
な
う

緊
急
経
済
対
策
の
具
体
化
の
た

め
、
総
額
１
兆
円
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金

（仮
称

・
以

下
、
臨
時
交
付
金
）
も
含
ま
れ

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
島
根
県
と

県
内
自
治
体

へ
の
臨
時
交
付
金

の
限
度
額
は
合
計
で
82
億
９
０

０
０
万
円

（県
50
億
４
９
０
０

万
円

・
市
町
村
32
億
４
１
０
０

万
円
）
と
さ
れ
、
人
口
・
財
政

力

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
状
況
な
ど
に
基
づ
い
て
算

定
さ
れ
た
江
津
市

へ
の
臨
時
交

付
金
の
上
限
は
１
億
３
６
０
０

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

江
津
市
は
18
日
に
も

計
画
を
取
り
ま
と
め

こ
の
臨
時
交
付
金
を
活
用
す

る
た
め
に
は
、
各
自
治
体
で
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策

の
実
施
計
画
を
作
成
し
、
国

へ

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

交
付
対
象
と
な
る
の
は
感
染
拡

大
防
止
だ
け
で
は
な
く
、
感
染

拡
大
の
影
響
を
受
け
て
い
る
地

域
経
済
や
住
民
生
活

へ
の
支
援

で
、
２
０
２
０
年
４
月
１
日
以

降
に
実
施
さ
れ
た
事
業
で
す
。

一
方
で
、
施
設
の
使
用
制
限
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
中
止
要
請
に

よ
る
事
業
者
の
損
失

へ
の
補
償

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

今
月
29
日
が
実
施
計
画
の
提

出
期
限
と
さ
れ
て
お
り
、
江
津

市
で
は
実
施
計
画
に
盛
り
込
む

事
業
に
つ
い
て
、
18
日
に
も
庁

内
各
課
で
の
調
整
を
行
う
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
後
の
流
れ
と

し
て
は
、
６
月
下
旬
に
国
の
決

定
を
受
け
、
夏
頃
に
は
事
業

へ

充
当
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

党
市
議
団
が
臨
時
交
付
金

の
使
い
道
を
要
請

こ
の
臨
時
交
付
金
の
実
施
計

画
に
つ
い
て
、
日
本
共
産
党
江

津
市
議
団
は
市
内
で
の
聴
き
取

り
で
寄
せ
ら
れ
た
要
望
、
全
国

の
自
治
体
で
実
施
さ
れ
て
い
る

対
策
を
も
と
に
、
15
日
に
改
め

て
山
下
市
長

へ
の
要
請
を
行
い

ま
す
。

以
下
が
要
請
の
内
容
で
す
。

▼
緊
急
事
態
宣
言
以
降
で
休
業

・

時
短
営
業

・
従
来
と
は
ち
が
う

形
態
で
の
営
業

（飲
食
店
で
の

テ
イ
ク
ア
ウ
ト

・
弁
当
販
売
な

ど
）
を
実
施
し
た
事
業
者

へ
一

律
20
万
円
の
支
給
。
そ
れ
以
外

で
19
年
12
月
も
し
く
は
前
年
同

月
に
く
ら
べ
て
売
り
上
げ
が
減

少
し
た
事
業
者
、
20
年
１
月
以

降
の
新
規
起
業
者

へ

の
一
律
10
万
円
の
支

給
。

▼
雇
用
調
整
助
成
金

で
上
限
８
３
３
０
円

以
上
の
た
め
補
償
が

さ
れ
な
か
っ
た
部
分

の
補
填
。
ま
た
、
事

業
所
の
都
合
や
休
校

に
よ
る
保
育
の
た
め

の
休
業

・
雇
止
め

・
時
短
勤
務

な
ど
に
よ
る
収
入
減
と
な
っ
た

労
働
者

へ
の
減
収
分
の
補
償
。

▼
隔
離

・
療
養
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
の
一
時
避
難
場
所
の
確

保
と
し
て
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
な

ど

へ
の
協
力
金
制
度
の
創
設
。

▼
江
津
市
内
在
住
の
学
生

へ
の

家
賃
補
助
。
加
え
て
、
市
外
在

住
の
学
生

へ
仕
送
り
す
る
世
帯

へ
の
学
生
の
家
賃
分
の
補
助
。

▼
医
療

・
介
護

・
福
祉

・
保
育

な
ど
、
休
業
で
き
な
い
従
事
者

へ
の
危
険
手
当
の
拡
充
。

▼
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
避

難
所
で
の
３
密
を
避
け
る
た
め

の
対
策
の
具
体
化
。

▼
田
植
え
な
ど
作
付
け
が
で
き

な
い
農
家

へ
の
損
失
補
償
。

▼
国
民
健
康
保
険
料
の
軽
減
。

特
に
18
才
未
満
の
均
等
割
分
の

免
除
。

▼
水
道
料
金

・
下
水
道
料
金
の

軽
減
。
特
に
水
道
料
金
で
の
基

本
料
金
の
免
除
。
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最
近
、
太
平
洋
沿
岸
の
新
し

い
津
波
予
測
が
発
表
さ
れ
、
地

域
に
よ
っ
て
は
東
日
本
大
震
災

を
上
回
る
被
害
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の

一
方
で
日
本
海

側
の
津
波
予
測
は
、
大
き
く
扱

わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
す
。

約
１
０
０
０
年
前
の
万
寿
３

年
５
月
16
日

（西
暦
で
は
１
０

２
６
年
６
月
16
日
）
、
益
田
沖

を
震
源
と
す
る
大
地
震
が
発
生
。

そ
れ
に
と
も
な
う
津
波
に
よ
り
、

渡
津
町
や
江
津
本
町
に
当
時
あ
っ

た
集
落

（長
田
千
軒
）
や
寺
院

・

民
家
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
江
の
川
で
は
津
波
が

河
口
か
ら
16
㎞
遡
上
し
て
川
越

地
区
に
至
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す

（石
見
八
重
葎
）
。
こ
の
地

震
と
津
波
に
つ
い
て
は
、
益
田

平
野
の
ト
レ
ン
チ
調
査
で
津
波

堆
積
物

（推
定
）
が
見
つ
か
り
、

年
代
測
定
で
は
９
５
０
年
の
前

後
80
年
と
の
結
果
が
出
ま
し
た
。

地
震
学
者
で
愛
知
工
業
大
学
教

授
の
飯
田
汲
事
氏
ら
の
研
究
で

も
存
在
が
確
認
さ
れ
、
松
江
気

象
台
資
料
に
も
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
江
津
市
は

「万
寿

地
震
は
伝
承
」
と
の
見
地
か
ら
、

現
庁
舎
よ
り
も
海
岸
に
近
い
低

地
の
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
ゾ
ー

ン
へ
、
新
庁
舎
の
移
転
新
築
を

進
め
て
い
ま
す
。
東
京
電
力
が

貞
観
11
年

（西
暦
８
６
９
年
）

の
貞
観
地
震
を

「伝
説
」
と
み

な
し
て
対
策
を
怠
り
、
収
拾
の

見
通
し
の
つ
か
な
い
原
発
事
故

を
招
い
た
こ
と
か
ら
も
、
歴
史

に
学
ぶ
謙
虚
さ
が
必
要
で
す
。

一
方
、
島
根
県
の
津
波
の
想

定
で
は
、
塩
田
海
岸
で
３

・
23

ｍ

（到
達
16
分
）
、
和
木
海
岸

２

・
71

ｍ

（到
達
６
分
）
と
極

め
て
短
時
間
で
３

ｍ
前
後
の
津

波
襲
来
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
、
江
津
市
は
浜
田

沖
地
震
を
想
定
し
た
防
災
計
画

を
立
て
、
各
自
治
会
も
自
主
的

な
避
難
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

短
時
間
で
の
住
民
避
難
の
た

め
に
は
日
常
的
な
訓
練
が
大
切

で
す
。
し
か
し
、
津
波
避
難
ビ

ル
指
定
さ
れ
て
い
る
済
生
会
江

津
総
合
病
院
や
江
津
中
央
団
地

と
江
津
市
の
連
絡

・
調
整
が
取

れ
て
お
ら
ず
、
訓
練
時
に
住
民

が
立
ち
入
り
を
拒
ま
れ
る
事
態

も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
津
波
に

対
し
て
は
、
避
難
を
最
優
先
す

る
こ
と
が
生
命
を
守
る
最
善
の

対
策
で
す
。
な
に
を
お
い
て
も

避
難
で
き
る
場
所
と
方
法
を
確

保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

行
政
に
は
問
題
点
を
早
急
に

把
握
し
、
解
決
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

佐
々
木
忠
且

お

悔

や

み

申

し

あ

げ

ま

す

（敬
称
略
）

い

ま

改

め

て

震

災

対

策

を

問

う

国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
臨
時
交
付
金

江
津
市
に
は
１
億
３
６
０
０
万
円

４
月
30
日
、
国
会
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
含
む
補
正

予
算
が
成
立
。
総
額
１
兆
円
の

「新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

（仮
称
）
」
も
計
上
さ
れ
て
お
り
、

今
後
の
地
方
自
治
体
で
の
取
り
組
み
の
財
源
と
な
り
ま
す
。

11
日

９
日

５
日

４
日

１
日

30
日

29
日

米

本

操

坂

越

辰

子

中

原

國

子

土

田

園

子

早

川

シ

ズ

ヱ

高

村

八

代

子

﨑

園

枝

（85
）

（93
）

（102
）

（90
）

（99
）

（93
）

（94
）

都

野

津

町

桜

江

町
市

山

桜

江

町
川

戸

和

木

町

後

地

町

後

地

町

都

野

津

町


